
１学期 終業式 

  

今日で１学期が終わります。本校のキーワード「自律」がどうだったか、と

いう視点で、振り返りを２点と、夏休みに向けてということで２点お話ししま

す。 

 

 「自律」について、一つ目は学習です。言うまでもなく学校は学ぶところで

す。授業の様子を見て回ると、熱心に授業に取組んでいる人がほとんどです。

また、自主学習に継続的に取組む人が多くなってきたと聞いています。ぜひ続

けてください。期末テストの取組みはどうだったでしょうか。「テスト」という

のは、力をつけるためにやっています。点数や順位にどうしても目が行ってし

まいますが、それだけではだめです。自分のよくできたところはどこか、弱点

はどこか、そういうことを知るために、テストをしています。特に３年生はこ

のあと何度もテストがありますが、そういう意識で自ら取り組んで欲しいと思

います。課題を１つあげるとすれば、期限を守って提出物を出すということで

しょうか。このことは職員室でよく話題になっています。できていなかった人

は２学期の課題にしましょう。 

二つ目は「石南磨心清掃」です。「心を磨く」というネーミングにこの取組み

へのプライドを感じています。清掃長を中心に大変よく取組んでいると思いま

す。様子を見て回ると、自分たちでしっかりと考え、行動している姿がありま

した。もちろん、各学年の清掃長さんからは、反省点も上がっています。これ

は２学期以降の課題にしてください。さらに「石南磨心清掃」をレベルアップ

させて欲しいです。期待しています。 

  

次に、夏休みにむけて、生成ＡＩについてお話しします。「こちらがリクエス

トした文章や絵や図を作れるアプリ」、と言うとイメージがわくのではないでし

ょうか。新聞やテレビなどでも話題になっているので、興味をもっている人も

いると思います。私も代表的なアプリを使ってみました。まだまだ正確でない

部分も多いですが、使い方によっては便利なもので、活用について、今後研究

が進んでいくものと思います。埼玉県や上尾市も基本方針を作っていますが、

とりあえず、現時点で皆さんに守って欲しいことを言います。 

１ 利用規約を守ること。未成年の利用には、保護者の同意が必要。 

２ 生成ＡＩによって作成した宿題や課題を提出しないこと。（検索や資料と

しての活用はしても良い。） 

３ 生成ＡＩによって作成した文書や図などは、必ず正しいかどうか確認する。

(これだけを見て正しいと判断しない、本や別の方法でも調べる) 



 ４ 生成ＡＩで作成された文章や図が著作権を侵害していないか確認する

(生成ＡＩは誰かが作ったものをそのまま利用している場合がある。) 

 

とりあえず、現時点での注意事項です。今後方針が変わるかもしれません。 

 

生成ＡＩを取り上げた新聞記事を見ていて、思い浮かんだ言葉があります。 

時々、全校朝会で紹介している古代中国の思想家「孔子」の言葉です。３年生

は国語の時間に勉強をしているはずです。 

「学びて思はざれば則ち罔し。 思ひて学ばざれば則ち殆し。」 

これは、人から学んだだけで、考えることをしないと何もはっきりとは分から

ない。一人で考えいているだけで、広く学ばなければ、狭く偏ってしまう恐れ

がある。という意味です。 

 

学ぶことと、考えることはどちらも大切です。学習と思考のバランスが大事だ

と言っていますし、そのとおりだなとも思います。 

夏休みですので、いつもより時間に余裕があるはずです。 

たくさん学んでください。そして、たくさん考えてください。 

 

最後は、皆さんへのお願いです。昨年も同じお願いをしました。それは、「命

を大切にして欲しい」ということです。残念なことですが、交通事故や、事件

のニュースが毎日のように報道されています。 

命の大切さ、というのは、これまでも何度も学習をしていると思います。た

ぶん質問すれば、全員が「命は大切です。」と答えるはずです。ですが、本当に

自分ごととして考えることができているでしょうか。ゲームの世界ならば、何

度死んでもリセットすれば登場人物は生き返ります。でも、現実の世界では、

死んでしまったら、二度と生き返ることはありません。 

全校生徒の皆さんにお願いします。 

自分の命を大切にしてください。 

周りの人の命も大切にしてください。 

自分自身を傷つけたり、周りの人を傷つけたりすることのないようにしてく

ださい。 

交通事故にあわないようにしてください。 

８月２５日始業式には、元気に学校で会うことを約束してください。 

 

以上、１学期終業式のことばとします。 

                     大石南中学校長 大澤 聡 


